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愛知淑徳大学 Xmas カードのプレゼントに対する感謝の気持ち（サンクスカードパネルの贈呈）

〇愛知淑徳大学星ヶ丘キャンパスにお礼のパネルを贈呈しました

　昨年、アスリート一人一人に手作りの Xmasカードを頂きまし

た。とってもかわいく、温かな気持ちのこもったカードのお礼に、

アスリートがサンクスカードを書いてくれました。これをファミ

リー委員会が大きな A1サイズ2枚のパネルに貼ったものを、2

月22日火曜日、愛知淑徳大学星ヶ丘キャンパス コミュニティ・

コラボレーションセンターにお届けしました。

   アスリートの思いがいっぱいのサンクスカードを、学生さんた

ちは手でなぞりながら一枚一枚読んでくれていました。「うれし

いね」「かわいいね」「素敵だね」って声が聞こえてきました。

　パネルは星ヶ丘と長久手にある２つのキャンパスに一枚ずつ

飾ってくださるそうです。

　気持ちのこもったご支援ありがたいですね。

☆サンクスカード（アスリートの思い）を

一部紹介します☆

サンクスカード パネル贈呈式



2

愛知淑徳大学 Xmas カードのプレゼントに対する感謝の気持ち（ファミリー感謝のことば）

〇ファミリー感謝のことば

愛知淑徳大学 CCCの皆様に

  この度は、SON・愛知のアスリートにとっても心温まるクリスマスカードを作成いただきファミリーを代表し感謝申し上げます。今

年度はコロナウイルス感染防止の為、各競技のプログラムも思う様に進められず、またマスク着用のできないアスリートにおいては、

プログラムに参加できない状態が続き、ファミリーもアスリートも辛い日々を過

ごしておりましたが、クリスマスカードをいただき各家庭でほっこりする気持ち

になったことと思います。

　これからも、SON・愛知の活動にご理解ご協力をいただけると幸いです。

  アスリートのコメントにもありましたが、他のプログラムも是非参加いただける

ことを楽しみにしております。ありがとうございました。

（ファミリー委員長　松本 直也）

　2021年に入っても新型コロナウイルス感染症の拡大がなかなか治まらず、見

えないウイルスに不安を感じながら過ごす毎日が続いていた中、届いた100% 手

作りのクリスマスカードに心が癒やされました。

　愛知淑徳大学の学生メンバーさん達が何か出来ないかと相談しあい、出来上

がった結果だと聞いて感謝しています。お礼として送るカードは、自分の言葉や

文章でうまく気持ちを伝える事の出来ない息子ですが、私はあまり口出しをせ

ず、シンプルに息子なりの感謝の気持ちを書いてもらいました。

（陸上競技名古屋会場　伊藤）

　昨年のクリスマスに、愛知淑徳大学学生の皆様より、我が息子あてに、とて

も素敵なクリスマスカードが届きました。  我が息子は、カードに書かれている文

字が読めません。感謝の気持ちを、言葉に表すことも出来ません。でも、クリ

スマスカードを読み上げると、そのカードを見て、嬉しそうにニコニコしながら

何度も見返す息子の姿がありました。

　今度は、そんなアスリートたちの感謝の気持ちを、サンクスカードという形で

贈らせていただくことになりました。

学生時代の思いでの一コマに、飾っていただける温かいものになれば幸いです。

（SOボッチャ　宮崎）

　愛知淑徳大学コミュニティー・コラボレーションセンターの皆様とても素敵な

クリスマスカードありがとうございました。アスリートが封筒からカードを取り出

し「きれいなカードありがとう」と言ってました。早速、机の前に飾っていました。 

 　コロナ禍で学校へ行くのも制限されたりして大変な時期にとても素敵で凄く

手の込んだカードを作成していただきありがとうございました。折り紙で作られ

たサンタクロースは中でも一番素敵でした。

（ボウリング星ヶ丘会場　河田）
サンクスカード パネル
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アスリートのコロナ禍での過ごし方（浅野さん、親子でスキー教室に参加）

　二月八日、めいほうスキー場に行ってきました。スキーは、2020冬季 NG北海道大会が中止になって以来です。今年もスキーは

できないかと思っておりました。SOのプログラムのお知らせがあった時、個人参加で、自力で行くということで、秀亜希には「お母

さんは雪山へ送って行けません。申し込まないね。ごめんね。」と伝えました。「わかった。残念。」と返事をしたので納得してくれたと思っ

ておりました。ところが、次の日勤め先の会社から「秀君、今日大きな声がでてしまいました。今までこんな事は一度もなかったのに！

何かありましたか？」と言われてしまいました。スキーに行けない事がショックでどうにも気持ちがおさえられなかったようです。な

んとかつれていってやりたいと、日頃お世話になっているスキーショップ「スノウプラウ」の村上さんに相談し、親子でスキースクー

ルに参加させていただける事となりました。一般の方のスキースクールなので大丈夫かしらと少し不安でしたが、なんとかなると思う

ことにしました。

　スキーの用具を準備してみると、ウエアは着られないことはないですが、「フッ」と息を止めないとホックがしまらず上着のファスナー

もしめられないということになっていました。一日中この状態では苦しいということで新しいウエアを買うことになりました。試着し

てみないとわからないので、スキーウエアをおいている店をさがすと、名古屋市内ではアルペン山王店にしかありませんでした。よう

やく “O” サイズゆったりめのウエアを手に入れほっと一安心、ゲレンデまでの道のりは遠かったです。

　当日「スノウプラウ」に集合しマイクロバスで、めいほうスキー場に到着しました。快晴で風もなく、雪量・雪質ともに最高のコンディ

ションでした。各コースに別れてレッスンが始まりました。秀亜希と私はひさしぶりのスキーという事もあり、特別に村上コーチのもと、

ゆっくりとおしえていただきました。秀亜希はすぐに雪になれて、マイペースですべっていました。村上コーチ、秀亜希、私の順です

べるのですが、だんだんおくれがちになり、二人に待ってもらわないと追いつけなくなって、技術のなさと体力のなさを実感しました。

午後になるともうついて行けなくなり、最後の二時間、リタイヤしてしまいました。秀亜希は楽しいといって、まだまだすべりたそう

でした。

　今度は泊りがけでつれていっていただく予定です。最後まで一緒にすべれるよう “きたえなければ” と思ってはいます。

　早くコロナが収束して、SOのプログラムが開催されますように、母抜きで合宿できるようになる事を祈らずにはいられません。

　SOのありがたさが身にしみる今日この頃です。

（ファミリー　浅野 富士子）

　めいほうスキーじょうに、スノウプラウのスキーレッスンでい

きました。SOのプログラムにいけなかったのでスキーにいけてう

れしかったです。

 　スノウプラウの村上コーチにおしえてもらいました。めいほう

スキーじょうは、とてもいい天気で一番うえまであがると、おん

たけさんや、アルプスがみえました。コーチにやまのなまえをお

しえてもらいました。

 　すべりかたは、あしをそろえることや、手をひくくすること、ター

ンのしかたをおしえてもらいました。なかなかうまくできませんで

した。おかあさんは、ぼくよりおそかったです。スキーすべれて

たのしかったです。

　SOのスキーがっしゅくが、できるといいとおもいます。らい

ねんは、じいがたけにいきたいです。みんなでスキーすべりたい

です。

（アスリート　浅野 秀亜希）
村上コーチ、浅野秀亜希さん（右）
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※このニュースレターの印刷は、富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社 愛知支社様にご協力
　いただいております。

富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社 愛知支社は
事業活動を通じて社会課題の解決に継続して貢献していきます。

富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社 愛知支社
https://www.fujifilm.com/fb/company/fbj

SON・愛知  運営委員会便り（議事録抜粋）    ＜2 月 16 日（水）18:00 ～ 堀田事務所から web 会議＞ 

１．ボランティア委員会（八塚委員長）　（1）『山岳会といっしょに登山・2022』開催について　（2）ボランティア研修会開催について
２．広報委員会（窪田委員長）　（1）NL原稿3月号（2月発行）①プログラムの活動紹介②スノーシューイングプログラムの紹介③財務委員会
の活動（SON・愛知支援自販機について）　（2）NL原稿4月号（3月発行）①プログラムの活動紹介 ②愛知淑徳大学Xmasカードプレゼント
に対する感謝のメッセージ　（3）NL原稿5月号（4月発行）①プログラムの活動紹介 ②SON・愛知支援ゴルフ 友輪会チャリティゴルフから
の寄付　（4）メルマガの内容について（2/11 第14号配信）①スポーツプログラムコロナウイルス感染拡大のため中止のお知らせ②ボラ
ンティアのひとり言 ③書籍の紹介④健康のお話し⑤お知らせ⑥ジョギングフェスティバルについて

３．財務委員会（近藤副委員長）　（1）支援自販機32台の入金状況：2月70,207円前年比125.0％、1月からの累計160,146円前年比126.2％
（2）寄付金1/7田澤悦雄様 1/31リネットジャパングループ株式会社様　（3）支援自販機設置法人へお礼状を兼ねた年間報告書発送と
ニュースレターへの掲載　（4）中部善意銀行、中日新聞社会事業団へのジョギングフェスティバル支援名義掲載依頼

４.SP委員会（松田委員長）　（1）冬季スポーツプログラムについて1月・2月に開催を予定していた、「アルペンスキー」「スノーシューイング」
「フロアホッケー」「フィギュアスケート」「ショートトラックスピードスケート」については、コロナウイルス感染症感染拡大のため開催を中
止している。愛知県の指標 [厳重警戒レベル2]まで減少で再開する。　（2）NG広島について（2022/11/04-06）2月中旬に参加枠の通知が
あります　（3）春の夏季競技プログラム開催について2月号ニュースレターに同封して現在申し込み受付中です。

５.ファミリー委員会（代理鈴木事務局長）　（1）1月29日のファミリー委員会は中止いたしました　（2）愛知淑徳大学へのサンクスカードパネル作成

６．事務局（鈴木事務局長）　（1）2022年度第１回定例理事会開催報告　（2）会費請求の件 　（3）ユニクロのトレーニングウェアの件 

（4）SON×TOYOTAフレンズミーティングについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  以上

寄付・協賛  ご協力ありがとうございます！ 2022 年 2 月 28 日 現在

お知らせ　「第 10回ジョギングフェスティバル会場で写真展＆絵画展を開催します」

   ◆寄付・協賛ご協力ありがとうございます。

2月 9日 グループ 2000 有志一同 様 寄付金

日　付 名称 /連絡先（敬称略） 内容

ジョギングフェスティバルの会場で写真展と絵画展を開催しますので、

是非お越しください。

日頃活動しているアスリートの笑顔、がんばってる様子など紹介します。

合わせて、SON・愛知の絵画教室に参加しているアスリートの力作もご覧

ください。

■開催日／４月23日（土）午前１０時～１２時　

■会場／パロマ瑞穂スポーツパークレクリエーション広場

■絵画展の内容／絵画教室に参加しているアスリートの作品

■写真展の内容／・SOのスポーツプログラム（2018年夏季ナショナルゲー

ム、地区大会）・過去のジョギングフェスティバル

※ジョギングフェスティバルの会場にて愛知県県政150周年
のPRポスターも展示します。伝統・歴史・文化・自然・風土・産
業・先進性・観光などのポスターを展示する予定です。私たち
が住む現在の愛知県が誕生してから、今年で150周年を迎え
るそうです！
詳細は愛知県のHPでご覧ください
https://150.pref.aichi.jp/

ジョギングフェスティバルにオリンピックの
メダリスト、有森裕子さんがドリームサポ―
ターとして来場することが決定しました！
有森さんと一緒に走りましょう！

＜速報：参加者追加募集＞
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